
　　令和４年３月７日（月）午後２時　玉名市民会館会議棟　第１会議室

１．本日の出席農業委員は、次のとおりである。

１番　下川　安 ２番  髙田  優子 ３番　村上　孝夫　４番　岡田　正治
５番　坂本　正敏 ６番　土田　健一 ７番　田端　末雄 ８番　本田多美子
９番　岡村　栄一 10番  澤村　哲志 11番　木村　昌治 12番　西本賢二郎
13番　中島　浩輔 14番  德井　勝美 15番  境　浩之 16番  髙島　尚
17番　中山　一久 18番　田上　靖晃 19番　丸山　和則

　０名

３．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　小山　博 係長　松倉　司 参事　安田志津子 主任　大原　三和

４．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

　０名

議　題
第 10 号 農地の買受適格者証明願（耕作目的）について
第 11 号 農地法第３条の規定による許可申請について
第 12 号 事業計画変更承認申請について（５条許可後）
第 13 号 農地法第４条の規定による許可申請について
第 14 号 農地法第５条の規定による許可申請について
第 15 号 農用地利用集積計画の決定について

報　告
第 5 号 農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）
第 6 号 許可不要転用届について
第 7 号 荒廃農地の非農地通知について

令和４年第３回玉名市農業委員会総会議事録

２．本日の欠席農業委員は、次のとおりである。
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１．開 会 

○事務局長（小山 博君） 定刻少し前ではございますが、本日出席の委員さん、皆さ

んおそろいですので始めさせていただきます。 

 本日は農業委員総数１９名、皆様の御出席でございます。 

 玉名市農業委員会会議規則第７条の規定により会議は成立しておりますので、た

だいまから、令和４年第３回玉名市農業委員会総会を開会いたします。 

 なお、本総会に傍聴希望の方が１名おられますので、玉名市農業委員会会議規則

第１７条各項の規定に則り、傍聴を許可しており、所定の席に着席していただいて

おりますことをあらかじめお知らせいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（小山 博君） それでは、まず下川会長より御挨拶をいただきまして、引

き続き、会議規則第５条の規定により議長をお願いし、議事の進行をお願いいたし

ます。 

○会長（下川 安君） それでは皆さん、こんにちは。３月総会、お忙しい中に御出席

をいただきましてありがとうございます。 

 今回の総会もコロナがなかなか減らないということもありまして、まん延防止措

置も延長したということで、農業委員さんだけの総会となりました。よろしくお願

い申し上げます。 

 それから、私、近くの話なんですけれども、つい最近、身近でですね、コロナに

感染いたしまして、亡くなられたという方がいらっしゃいますので、皆さんも十分

注意をされますようよろしくお願いいたします。 

 それから、皆さんも御承知のとおり、今の関心事は、ロシアのウクライナへの侵

攻かなと思います。毎日ニュースがテレビであっておりますけれども、私たちも何

もできなくて見守っているだけなんですけれども、本当にこの戦争が早く終結でき

ればなという、そういうことを願っているところです。 

 それから、皆さんも日本農業新聞を取られている方は、読んでいらっしゃる方も

いらっしゃると思いますけど、今度の国会にですね、農地取得の改善についてとい

うのが農業新聞に出ていました。３月４日だったかな、農業新聞なんですけれども、

国会にですね、農地法の関連改正案というのが出ていまして、多様な人材に農地を

取得しやすくするために、農地による農地の権利取得のための下限面積というのを

廃止するという法案が出ているそうです。 

 今の農地法では、農地を取得するのに下限面積が、都市圏が50ａ、５反以上、そ

れから北海道が２haですかね、が、原則だったですかね。一応２００９年にちょっ
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と改正があって、地域の事情によって下限を下げてもいいですよというのがあって

いますけれども、今度の関連法案ではそれを実際なくすということで、より柔軟に

下限面積をですね、設定できるようにして、農業とほかの仕事を組み合わせる半農

半Ｘと書いてありますけれども、半分農業をして半分は勤めているという、そうい

う多様な人たちにですね、農業のほうに入ってもらうように促すというような、そ

ういうのが記事として出ていましたので、取りあえずお知らせをしとこうかなと思

います。今後は農業委員会において、何か検討があるのかなあということがあるか

も知れませんけど、そのときはよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、こういうコロナ禍の総会ですけれども、十分御審議をいただきまして、

よろしくお願いしたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○議長（下川 安君） では、早速議事のほうに入りたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 それでは、議事のほうに入りたいと思います 

 本日は、第１０号から１５号までの６８件の議案審議、それから第５号から７号

までの８６件の報告があります。皆様方の慎重なる御審議、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 それから、本日の議事録署名は、委員番号１４番の德井勝美委員と１９番の丸山

和則委員にお願いいたしたいと思います。 

 それから、なお、発言の際は委員番号、氏名を述べた上で発言をしていただきま

すようよろしくお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（下川 安君） はじめに、議第１０号農地の買受適格者証明願についてを議題

といたします。申請件数は１件です。 

 買受適格者証明願とは、競売や公売にかかった農地の購入の希望者が、入札のと

きに必須とされている買受適格者証明書の発行を農業委員会に求める願い出のこと

です。今回の審議では、農地法第３条の附帯決議が認められておりまして、この証

明願をもって農地法第３条許可申請に代わる審議も兼ねることになっております。 

 その流れとしては、買受適格者証明書の交付を受けた願出人が、供覧後に農地法

第３条の許可申請をした場合、改めまして農業委員会の総会での審議はしなくて、

今回の審議、意見を付して許可をするということになりますので、よろしくお願い

したいと思います。 
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 それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。議案１ページをお願いいたします。 

 議第１０号、１番、大浜町の申請人で、競売物件が大浜町の田１,０７８㎡で、

現在願出人が小作中です。入札日は、令和４年４月５日から４月１２日までで、同

年４月１８日に開札が行われます。 

 なお、付帯決議といたしまして、１ページの下段に記載ありますが、買受適格者

証明の交付を受けた者が、最高価買受申込者となり、農地法第３条許可申請が出さ

れた場合は、この審議をもって意見を付して許可するものであります。 

 以上でございます。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 耕作目的の買受適格者証明願については、事務局の説明が終わりましたので、担

当委員の説明をお願いいたします。 

 １番についてよろしくお願いします。 

○５番（坂本正敏君） 農業委員５番、坂本です。１番の案件について御説明します。 

 所有者の債務不履行により債権者が裁判所に申立て、裁判所が強制競売を開始し

た農地について、現在、小作中の願出人が入札に参加するため、買受適格者証明を

願い出たもので、既に畦も取り払い耕作しており、何ら問題なく許可相当だと思い

ます。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 耕作目的の買受適格者証明願については、担当委員の説明が終わりましたけれど

も、皆さんのほうから御意見、御質問はございませんでしょうか。 

○５番（坂本正敏君） これに参加するためにはですね、これ入札日が４月５日から４

月１２日までになっていますけど、これもしこれから私も競売に参加したいという

人がおれば、４月のこの総会のときで間に合うんですかね。 

○係長（松倉 司君） 事務局の松倉です。次の総会が４月の５日を予定しております。

ですので、３月１５日までに買受適格者証明願を事務局のほうに願い出をされると、

４月の５日の総会の審議できますので、可能だと思います。４月の１２日まで今回

の場合は入札の期間がございますので、１２日までにその買受適格者証明書等をも

って入札をすれば可能だと考えられます。以上です。（「はい、わかりました」と

呼ぶ者あり） 

○議長（下川 安君） よろしいですか。 

（はいの声） 

○議長（下川 安君） ほかに御意見、御質問ございませんか。 
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(なしの声) 

○議長（下川 安君） なければ採決のほうに移りたいと思います。 

 議第１０号、農地の買受適格者証明願について、原案どおり承認することに異議

のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。採決の結果、異議なしと認め、

議第１０号につきましては、承認することに決定いたしました。 

 続きまして、議第１１号農地法第３条の規定による許可申請についてを議題とい

たします。申請件数は８件です。 

それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。議案２ページをお願いいたします。 

 議第１１号農地法第３条の規定による許可申請について。農地法第３条第１項の

規定による下記農地の所有権移転及び使用収益権設定許可申請について許可するも

のとする。令和４年３月７日提出、玉名市農業委員会会長、下川 安。 

 １番、滑石の申請人で、小浜の田１,４１７㎡外４筆、５,７７９㎡を生前一括贈

与するものです。 

 ２番、大浜町の申請人で、大浜町の田８９９㎡外３筆、計３,９５１㎡を子へ贈

与するものです。 

 ３番、岡山市北区と南坂門田の申請人で、南坂門田の田３,１４２㎡外３筆、計

７,２９２㎡を耕作不能と小作地取得のため売買するものです。 

 ３ページをお願いいたします。 

 ４番、北九州市若松区と安楽寺の申請人で、寺田の畑１,４５２㎡を弟へ贈与す

るものです。 

 ５番、岱明町の申請人で、岱明町大野下の田７５７㎡外１筆、計１,５７０㎡を

労力不足と隣接地取得のため売買するものです。報告第５号２７番、２８番と関連

しております。 

 ６番、横島町の申請人で、横島町横島の田３７３㎡のうち３５４㎡外４筆、計１,

６３４㎡を労力不足と経営拡張のため使用貸借権を設定するものです。 

 ７番、天水町の申請人で、天水町小天の畑１８９㎡を労力不足と規模拡大のため

売買するものです。 

 ８番、天水町と熊本市西区の申請人で、天水町小天の樹園地１,７１７㎡を相手

方の要望と経営拡張のため賃貸借契約を設定するものです。報告第５号２２番と関

連しております。 

 以上８件、計２３,５８４㎡につきまして、農地法第３条第１項各号の禁止規定
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から申請内容を審査し、取得後の全ての農地を利用すること、機械、労働力、技術、

地域との関係も問題がないこと、許可要件の全てを満たしているものと判断し、御

提案しております。 

 去る３月３日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（下川 安君） ただいま事務局の説明が終わりましたので、受付番号１番から

順に担当委員の説明をお願いいたします。 

 それから、連続して説明される場合は続けてお願いいたします。 

 それでは、１番につきましてよろしくお願いします。 

○４番（岡田正治君） 農業委員４番、岡田です。現在は使用貸借中の農地を親から子

へ生前一括贈与するものです。何ら問題ないと思います。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

続きまして、２番をお願いいたします。 

○５番（坂本正敏君） 農業委員５番、坂本です。２番の案件について御説明します。 

 譲渡人と譲受人は親子関係で、使用貸借中の農地を父から子へ贈与するもので、

何ら問題なく許可相当だと思います。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

続きまして、３番をお願いします。 

○８番（本田多美子君） ８番、本田です。３番の案件について説明いたします。 

 譲渡人は岡山市在住で耕作不能、譲受人は相手方の要望で、以前から小作され、

下限面積も満たしており、許可相当と判断いたします。御審議のほどよろしくお願

いします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

続きまして、４番をお願いいたします。 

○９番（岡村栄一君） 農業委員９番、岡村です。遠方の方だったので、労力不足のた

めに兄から弟への贈与ということで、何ら問題はないと思います。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、５番をお願いいたします。 

○１２番（西本賢二郎君） 農業委員１２番、西本です。５番の案件について説明しま

す。 

 申請地は大野下の柴原１８、８２の２件です。譲渡人から労力不足のため、譲受

人は申請地横の田を耕作しております。隣接地として隣の農地を譲受人へ売却する

ものです。譲受人は下限面積を満たしており、現地確認をしたところ問題がないと
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思います。なお、申請地の譲受人宅より２件とも徒歩５分くらいの場所です。特に

問題ないと思います。御審議のほどよろしくお願いします。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、６番をお願いいたします。 

○１６番（髙島 尚君） １６番農業委員、髙島です。 

 労力不足と、貸人と農業者で親戚関係でございまして、以前より受託関係で作業

をしておりました。借人の定年を機に２０年契約で使用貸借権を設定するものであ

ります。御審議のほどよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、７番、８番は農業委員さんが同じです。続けてお願いいたします。 

○１９番（丸山和則君） １９番、丸山です。７番の案件について御説明します。 

 譲渡人は病気療養中で、営農は難しく、また、譲受人は同じ集落の若い後継者で、

何ら問題ないと思います。 

 また、８番の案件について説明します。 

 ８番の案件も経営拡張したい借人の要望により、貸人と１０年契約で賃貸契約を

設定するもので、何ら問題ないと思われます。御審議をお願いします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 ただいま担当委員の説明が終わりましたけれども、皆さんのほうから御意見、御

質問はございませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（下川 安君） 御意見、御質問がなければ採決のほうに移りたいと思います。 

 それでは、議第１１号農地法第３条の規定による許可申請８件について、原案ど

おり許可することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。採決の結果、異議なしと認め、

議第１１号につきましては、許可することに決定いたしました。 

 続きまして、議第１２号農地転用許可後の事業計画変更承認申請についてを議題

といたします。件数は１件です。 

 それでは、事務局より説明をお願いします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。４ページをお願いいたします。 

 議第１２号農地転用許可後の事業計画変更承認申請について。農地法第５条第１

項の規定による農地転用許可後の下記農地の事業計画変更承認申請について意見決

定するものとする。令和４年３月７日提出、玉名市農業委員会会長、下川 安。 

１番、申請物件が大倉の畑４３６㎡で、転用目的は個人住宅で、備考欄の理由
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により計画変更するものです。議第１４号６番と関連しております。 

 以上１件、４３６㎡を御提案しております。 

 去る３月３日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。よろしく御審議

をお願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、事務局の説明が終わりましたので、担当委員の説明をお

願いいたします。 

 では１番についてよろしくお願いします。 

○８番（本田多美子君） ８番、本田です。１番の案件について説明いたします。 

 当初計画者は体調を崩し、仕事を辞められたため、資金面で住宅建築を断念せざ

るを得なくなり、承継者に取られることとなりました。現地調査した結果、何ら問

題ないと思います。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 事業計画変更承認について、担当委員の説明が終わりましたけれども、皆さんの

ほうから御意見、御質問はございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（下川 安君） 御意見、御質問がなければ、採決のほうに移りたいと思います。 

 議第１２号農地転用許可後の事業計画変更承認申請について、原案どおり許可す

ることに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。採決の結果、異議なしと認め、

議第１２号につきましては、許可することに決定いたしました。 

 次に、議第１３号農地法第４条の規定による許可申請についてを議題といたしま

す。申請件数は２件です。 

それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。５ページをお願いいたします。 

 議第１３号農地の転用許可申請について。農地法第４条第１項の規定による下記

農地の転用許可申請について意見決定するものとする。令和４年３月７日提出、玉

名市農業委員会会長、下川 安。 

 １番、申請物件が立願寺の畑７７９㎡外１筆、計８８０㎡で、転用目的は共同住

宅１棟です。農地区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で第３種農地と

判断しております。 

 ２番、申請物件が伊倉北方の田８０５㎡で、転用目的は寮１棟です。農地区分は、

農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で第２種農地と判断し、ほか

に適当な場所がないものと判断しております。 
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 以上２件、１,６８５㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全ての項目

ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、御提案して

おります。 

 去る３月３日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。よろしく御審議

をお願いします。 

○議長（下川 安君） はい、事務局の説明が終わりましたので、担当委員さんの御説

明をお願いいたします。 

 それでは、１番についてよろしくお願いします。 

○３番（村上孝夫君） ３番、村上です。１番の案件について説明します。 

 申請地は疋野神社を５００ｍ行ったところにあります。市街地から近く、立地条

件並びに環境が良いところで、共同住宅１棟の建設予定、転用面積は８８０㎡、給

水は市水道、雨水、敷地内雨水浸透桝で処理、生活雑排水、汚水は北側県道に放流、

県道への土砂が流出がないようにブロック盛りで防護、万が一影響などあった場合

は申請人が対処をするそうです。 

 以上、調査した結果問題ないと思います。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、２番をお願いいたします。 

○７番（田端末雄君） ７番、田端です。２番の案件について説明します。 

 申請農地は伊倉北方竹下の第２種農地の田８０５㎡です。転用目的は、外国人技

能実習者の寮、木造プレハブ造り１８５㎡を建築する計画です。現在、申請人の所

有の外国人技能実習者の家の前で、管理上、また新しく移住する外国人の実習者に

とっても安心できる土地です。申請地周辺は、北側は申請人所有の外国人実習者の

家で、南側は山林、西側、東側は住宅です。給水は上水道を利用、雨水及び生活雑

排水は合併浄化槽により西側排水溝へ流すということです。 

 以上、現地調査の結果、特に問題はないと思いますから、審議のほどよろしくお

願いします。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 ただいま担当委員の説明が終わりましたが、皆さんのほうから御意見、御質問は

ございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（下川 安君） なければ採決に移りたいと思います。 

 議第１３号農地法第４条の規定による許可申請について、原案どおり許可するこ

とに異議のない方は、挙手をお願いします。 

（全員 挙手） 
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○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。採決の結果、異議なしと認め、

議第１３号につきましては、許可をすることに決定いたしました。 

 次に、議第１４号農地法第５条の規定による許可申請についてを議題といたしま

す。件数は１２件です。 

 議第１４号には、受付番号１番には顛末書の添付がありますので、担当委員の説

明の前に事務局担当者が読み上げをします。 

 それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。６ページをお願いいたします。 

 議第１４号農地の転用許可申請について。農地法第５条第１項の規定による下記

農地の転用許可申請について意見決定するものとする。令和４年３月７日提出、玉

名市農業委員会会長、下川 安。 

 １番、申請物件が六田の田２６０㎡外１筆、計５４８㎡で、転用目的は月極駐車

場２２台分です。農地区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種

農地と判断しております。 

 ２番、申請物件が松木の田２０７㎡外２筆、計７８２㎡で、転用目的は建売住宅

３戸です。農地区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と

判断しております。 

 ３番、申請物件が築地の畑１０２㎡で、転用目的は個人住宅です。農地区分は、

農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断し、ほ

かに適当な場所がないものと判断しております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 ４番、申請物件が山田の畑５７４㎡外２筆、計１,３６４.６３㎡で、転用目的は

建売住宅４戸です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い

農地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ５番、申請物件が伊倉北方の畑２３０㎡外５筆、計２,９１７㎡で、転用目的は

貸店舗です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、

第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ６番、申請物件が大倉の畑４３６㎡で、転用目的は個人住宅です。農地区分は、

農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断し、ほ

かに適当な場所がないものと判断しております。議第１２号１番と関連しておりま

す。 

 ７番、申請物件が玉名の田８６６㎡外２筆、計２,６７８㎡で、転用目的は保育

園及び駐車場です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い

農地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 
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 ８ページをお願いいたします。 

 ８番、申請物件が岱明町野口の田１８２㎡外３筆、計２８５.２８㎡で、転用目

的は資材置場です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い

農地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ９番、申請物件が岱明町大野下の畑４９７㎡で、転用目的は個人住宅です。農地

区分は、上下水道管が埋設されている沿道で、おおむね５００ｍ以内に２以上の公

共施設等が存在する区域内にある農地であり、第３種農地と判断しております。 

 １０番、申請物件が岱明町大野下の田３５４㎡で、転用目的は個人住宅です。農

地区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と判断しており

ます。 

 １１番、申請物件が岱明町山下の畑６０㎡外１筆、計５６０㎡で、転用目的は個

人住宅及び進入路です。農地区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で、

第３種農地と判断しております。 

 １２番、申請物件が天水町部田見の田２１５㎡で、転用目的は個人住宅です。農

地区分は、おおむね１０㏊以上の一団の農地内に所在する農地で、第１種農地と判

断しております。第１種農地は原則不許可となるところですが、住宅で集落に接続

して設置されるものとして、例外的に許可は可能となっております。 

 以上１２件、合計１０,７３８.９１㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基

準全ての項目ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、

御提案しております。去る３月３日に地元委員同道の上、現地調査も行っておりま

す。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、ここで受付番号１番の顛末書を事務局担当者の松倉係長が読み上げま

す。お願いします。 

○係長（松倉 司君） ― １番の案件について顛末書朗読 ― 

○議長（下川 安君） 顛末書が読み上げられましたので、受付番号１番から順に担当

委員さんの説明をお願いいたします。また連続して説明される場合は続けてよろし

くお願いいたします。 

 それでは、１番、２番は同じ委員さんですので、よろしくお願いします。 

○４番（岡田正治君） ４番農業委員、岡田です。 

 場所はですね、松木のコスモスの近くにあり、面積は２筆で５４８㎡、２２台分

の月極駐車場を計画されております。盛土はせず、地ならし程度に砂利を入れ、ブ

ロックを設けて、土砂が流れないようにするそうです。雨水に対しては、北側道路

の側溝に排水されるとのことでした。何ら問題はないと思われます。御審議のほど
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よろしくお願いいたします。 

 続きまして、２番の件について申し上げます。 

 こちらもですね、場所は松木のコスモスから東へ２００ｍ進んだところにありま

す。ここは２つの物件がありまして、うち１件はですね、２筆の５７５㎡、もう一

つの物件は２０７㎡、計７８２㎡で、建売住宅３棟を計画されております。５７５

㎡の土地には２棟の建売住宅出されており、こちらは盛土をしてですね、擁壁及び

ブロックで土砂の流出がないようにするそうです。 

 もう１件の物件２０７㎡に関しては、建売１棟が販売されますが、盛土はせず、

地ならし程度に収め、隣接土地とはブロックを設置いたします。万一周辺に被害が

生じる恐れがある場合は、責任を持って対処するとのことです。 

 以上、現地調査した結果、特に問題はないと思われます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、３番、４番につきましては、同じ委員さんのようですので、続けて

説明をよろしくお願いします。 

○３番（村上孝夫君） ３番、村上です。３番の案件について説明します。 

 申請地は四十九池神社から５００ｍ行ったところにあります。転用面積は１０２

㎡、事業面積は１９０.５３㎡、木造２階建てです。給水は上水道、生活雑排水は

公共下水道につなぐ、雨水は道路周りに排水、損害が発生した場合は、申請人のほ

うで責任を持って対処するとのことでした。 

 以上、調査しました結果、問題ないと思います。御審議のほどよろしくお願いし

ます。 

 続きまして、４番の案件について説明します。 

 申請地は蛇ヶ谷公園の近くです。申請地付近では住宅が不足しており、作物が困

難となっている農地です。転用の面積は１,３６４.６３㎡、建売住宅４戸の予定で

す。給排水、玉名市上水道、雨水は集水桝により対処し、道路側溝に流す。汚水は

下水道に接続、Ｌ型ブロックを入れ盛土をする予定です。万一付近に被害が生じた

場合、責任を持って対処するとのことでした。 

 以上、調査した結果、問題ないと思います。御審議のほどお願いします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、５番をお願いいたします。 

○７番（田端末雄君） ７番、田端です。５番の案件について説明します。 

 申請農地は現在、セブンイレブンの伊倉店より南へ約２００ｍぐらいのところに

ある第２種農地で、更地になっている状態の農地です。申請理由は、現在経営して
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いるセブンイレブン伊倉店との土地の賃貸契約が満期になるが、期間延長の契約を

行うことができず、店舗移設用地が必要となったということです。面積の確保を周

辺農地への影響等を検討したが、同申請農地以外には快適な土地はなかったという

ことでした。転用面積２１７㎡、道路の一部４９㎡、計２,９６６㎡に店舗２２７

㎡と駐車場の普通車２７台、大型３台の駐車場を設置する計画です。 

 申請地の周辺は、北側、東側は県道の道路です。店舗の裏になる西側は畑で、境

界にはブロック３段の上に網フェンスを１.２ｍを設置するということです。給水

は上水道本管より引き込み、生活排水及び雨水は合併浄化槽により処理し、既存の

配水管にて北側水路に放流、雨水については、敷地内浸透処理を行い、オーバーフ

ロー分は既存の排水管にて北側水路に放流ということです。造成中の被害策として、

外周工事を先に行い、周辺に土砂流出等がないように配慮をするということです。

万が一影響が出た際には、関係者と速やかに協議し、対応するということでした。 

 以上、現地調査の結果、問題はないと思いますが、審議のほどよろしくお願いし

ます。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

続きまして、６番をお願いいたします。 

○８番（本田多美子君） ８番、本田です。６番の案件について説明します。 

 申請人は夫婦２人で借家住まいであったところ、先般子どもが生まれ、１０カ月

となり手狭になってきたため、夫の実家へ子を預けやすい近距離で土地を探してお

られました。本件申請地は２０８号線沿いの三栄金属から南へ約２００ｍぐらいの

ところ、大倉田端というところです。夫の実家から近く、仕事と子育ての両立がで

きるとのことから、住宅を新築したいと思われました。給水は南側道路埋設の上水

道から引き込み、雨水は合併浄化槽による処理後、集水桝へ放流、既設の排水管を

通し、南西側市道の側溝へ放流する。雨水は浸透桝により敷地内処理及び集水桝へ

放流、その後既設の排水管を通し南西側市道の側溝へ放流。また申請地は周辺農地

への日照、通風に対する影響はない。万が一周辺近隣に被害等が生じた場合は、転

用者が責任を持って対処するとのことでした。 

 以上、現地調査した結果、特に問題ないと思われます。御審議のほどよろしくお

願いします。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

続きまして、７番をお願いいたします。 

○９番（岡村栄一君） ９番、岡村です。７番の案件について説明いたします。 

 保育園の物件、申請地は新玉名駅から北へ７００kmの場所で、集落の中の田です。

周りは宅地、申請人はたまきな保育園です。物件の新築移転、梅林保育園が老化と
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土地が狭く、老化がひどいので、園児の待遇、快適な保育環境に限界がきており、

申請地に建設移転をします。たまきな保育園の５０ｍ先の集落の中に園舎と職員駐

車場、園舎は１,８００㎡、北と南は市道、東と西は宅地、南の道路を挟んで駐車

場、両方とも盛土をして、周りはコンクリートブロックとフェンス、面積は２,６

７０㎡、園舎は鉄骨平屋４６３㎡、運動場給排水は市水で、生活排水は公共用下水

に接続、溜め水などは市道側の水路に排出する。駐車場は砕石で自然浸透です。オ

ーバーフロー分は溜め桝で市道横の排水に流します。万が一被害が発生した場合は、

転用者が責任を持ってするということです。 

 以上、現地調査の結果、問題はないと思いますので、御審議のほどをよろしくお

願いします。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、８番、９番、１０番は同一委員さんですので、続けてお願いいたし

ます。 

○１２番（西本賢二郎君） １２番、西本です。８番の案件について説明します。 

 申請人は岱明町において建設関連の付帯工事全般を営む会社です。申請地は岱明

町野口、バイパス道路の中間ぐらいで、専大玉名高校の西側１００ｍぐらいの位置

で、バイパスを挟んで両側にあります。申請面積は２８５.２８㎡です。ここに業

務上発生し、再生できるサッシ類やカーポート類を引き取り、修理等の・・・やこ

れらを利用した安価なカーポート等の設置を行う会社です。申請地の用途は、業務

用資材置場で、ブロック等のこれらの保管場所が必要であり、またバイパス沿いに

あり、搬入、搬出に便利で、業務の効率化が図られ、最適な場所だと判断したとの

ことでした。東側２筆、１８２㎡と５４㎡、計２３６㎡、通りを挟んで西側は４５

㎡と４.２８㎡、４９.２８㎡、計２８５.２８㎡の畑です。申請の東側の申請地は、

境界は南側はブロックを積み、東側は土波で崩落防止、西側はバイパスができたた

めに道路になっております。西側の申請地のほうは、西側、北側はブロックで境界、

境界前は車道です。敷地内はバラスを敷いて整地し、給排水は不用で、雨水は地下

浸透です。 

 以上、現地調査した結果、特に問題ないと思いますので、御審議のほどよろしく

お願いします。 

 続いて、９番の案件について説明します。 

 申請地は岱明中から西側に約１００ｍほどの場所です。申請人は現在アパート住

まいしており、かねてから住宅を建てたいと土地を探していたところ、転用者自体

も岱明町在住ということで、適正地と判断し、住宅の建築に至ったということです。

申請地の周辺は、西側は市道、東、南側は畑です。転用面積は４９７㎡で、ここに
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住宅を建築するとのことです。周辺の市道側は擁壁を設置し、東側、南側の境界に

は３段のブロックで囲むということです。給排水については、給水は玉名市水道を

引き込み、生活雑排水も公共の下水道に接続します。雨水については、西側道路側

側溝へ排出するとのことです。万が一被害が発生した場合、転用者は責任を持って

対処するとのことでした。 

 以上、現地調査した結果、特に問題ないと思われますので、御審議のほどよろし

くお願いします。以上です。 

 １０番の案件について説明します。 

 申請地は岱明中北西側に約３００ｍの場所です。申請人は岱明町山下のアパート

に住んでおります。夫婦、子ども２人で、子どもの成長とともに現在の住居では手

狭を感じ、住宅を考えるようになり建築することになりました。申請地は父から譲

り受けた土地３５４㎡に木造平屋を建築し、計画しました。申請地周辺は東西北側

とも１段高く、住宅地です。南側は市道です。給排水については、玉名市水道を引

き込み、生活雑排水は南側公共に接続し、公共下水道に排水します。申請地は整地

を行う程度で、大規模な造成計画は行いません。造成後の隣接地への土地の流れを

避けるよう留意し、施工します。被害が生じたときは、自分の責任にて対処すると

のことでした。 

 現地調査した結果、特に問題ないと思いますので、御審議のほどよろしくお願い

いたします。以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

続きまして、１１番をお願いいたします。 

○１３番（中島浩輔君） 農業委員１３番、中島です。１１番の案件について説明いた

します。 

 目的は個人住宅で、木造平屋の住宅と駐車場、及び進入路の計画です。ここはゆ

るやかな傾斜のある畑で第３種農地です。場所は岱明支所より南のほうへ５００ｍ

行ったところの左側へ、またそこからちょっと入り込んだところです。東と西側に

は住宅があり、南側は畑です。北側には上下水道が埋設されている市道が通ってい

ます。この市道との差は約１ｍほど高いところですけど、全体的に３０㎝ほど下げ

て平地に整地をされます。現在、東側、西側には、住宅のあるほうには５段のブロ

ックが設置されてありますが、地ならしとともに土留めを目的とし、そして境の中

心にブロックがあるんじゃなくて、外側にありますので、また別に２段のブロック

をされるそうです。南側と北側にも一部２段のブロックを設置されます。給水は市

の水道を使用し、生活雑排水及び汚水も市の下水道を使用されます。雨水について

も集水し、市道の側溝に流されます。 
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 問題ないものと思います。審議のほどよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（下川 安君） ではい、ありがとうございました。 

 では続きまして、１２番をお願いいたします。 

○１７番（中山一久君） １７番、中山です。１２番の案件について説明します。 

 使用貸人と使用借人は親子関係です。現在実家に同居していますが、手狭なため

隣接地に住居を建設するものです。排水計画、汚水は下水道、雨水は道路側溝に流

します。 

 現地調査の結果、何ら問題ないと思います。御審議のほどよろしくお願いします。

以上です。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 ただいま５条申請につきまして担当委員の説明が終わりました。皆さん方から御

質問。 

○４番（岡田正治君） すみません、説明が不足しておりました。２つの物件ですね、

５７５㎡と２０７㎡ですか、（「どこですか」と呼ぶ者あり）２番です。（「６ペ

ージの２番ですね」と呼ぶ者あり）はい、６ページの２番です。ちょっと説明が不

足しておりましたので、申し訳ありません。 

 両方ともですね、排水につきましては、雨水桝を設け側溝に流します。また生活

雑排水及び汚水についても下水に接続し、処理いたします。以上です。すみません

でした。 

○議長（下川 安君） ありがとうございました。 

 追加の説明もありましたけれども、ただいま説明が終わりましたけど、皆さん方、

御質問、御意見がありますか。 

○９番（岡村栄一君） ９番、岡村です。さっきの説明にちょっと補足します。保育園

の移転の問題で、保育園はたまきな保育園が移転をするということで、まだ保育園

の名前も梅林保育園かなんかまだわかりませんので、一応経営者はたまきな保育園

を運営して、たまきな保育園が移転するということです。以上です。 

○議長（下川 安君） ありがとうございました。 

 では坂本委員。 

○５番（坂本正敏君） すみません、５番、坂本です。ちょっと勉強不足でですね、先

ほど松倉係長の説明がですね、ちょっとわからなくて、これ雑種地と思っていたの

が、実は田だったんですね。６ページの１番です。この１ページには、台帳は田で

現在が雑種地て書いてあるでしょう。 

○係長（松倉 司君） 事務局の松倉です。今の坂本委員の質問にお答えしますけれど

も、まずこの議案の地目のところの見方なんですけれども、すみません省略してあ
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るんですけれども、台て書いてあるのは台帳地目、イコール法務局での登記簿に載

っている地目であります。現て書いてあるのが現在地目、現状地目になりますけど、

現況の今の地目を表しています。ですので、法務局では、登記簿等は田んぼになっ

ているけれども、現況の見た感じは雑種地となっているというのがこの見方になり

ます。 

 顛末書でですね、要するに売渡人から出ております顛末書の内容からするとです

ね、平成２５年に譲受人は相続をされておりますけれども、そのときに経緯は聞い

ていないと。どのような形での雑種地になったかは聞いていないけれども、どの時

点でそこが、この地目が田んぼだったかというのを御存じなのか、いつなのかちょ

っとわからないんですけれども、その経緯がちょっとお父さんから聞いていないと

いうことであります。 

○５番（坂本正敏君） 要するに本人さんは雑種地と思っていたんでしょう。ところが

田だったということですか。 

○係長（松倉 司君） そうですね、そこまではちょっとここで読み取れないんですけ

れども、いつの時点で、そこの勘違い等ですね、気づかれたのかはちょっとわから

ないんですけれども。 

○５番（坂本正敏君） はい、わかりました。 

○６番（土田健一君） ６番、土田です。１２番の案件についてお尋ねします。 

 最初に第１種農地で農用地区域外になっていますよね。その上も第３種、第２種

で同じく農用地区域外、この違い、第１種農地になりますと、その中でも住宅地に

接したところという形で受け止めていいんですか。そこのところをちょっと勉強不

足ですけれども。 

○係長（松倉 司君） 事務局の松倉です。まず、その農用地区域外と農用地区域内と

か、いわゆる農振地て我々が言っているところの、農振地に入っているか入ってい

ないかというのがこの表示になります。それと第１種、第２種、第３種と農地区分

というのもここに書いているわけなんですけれども、まずその農用地区域内外、農

振に入っているか入っていないかということですね、どのような形で決めてあるか

と言いますと、玉名市の農振の整備計画というのがございまして、基本的に広がり

のある農地のところを指定してあるんですけれども、１筆１筆をですね、引き継ぐ

のに管理して登録、ここは農業を振興するための地域であると登録しているのが農

振地域になります。 

 ですので、農振地に入っているところでも農振除外をされたら第３種農地になる

ところももちろんあります。だから、あくまでも農振地域というのは、１筆１筆市

が指定していたところという形にはなるんですけれども、農地区分のほうを説明さ
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せていただきますと、第１種農地というのは、１０ha以上の広がりのある農地の中

の１筆の農地を第１種農地といいます。第３種農地というと、このへんの市街地、

都市計画の用途地域とかですね、用途を指定してあるようなところとか、あと市役

所から半径３００ｍ以内、支所か岱明とか横島あたり、天水とかの支所か、あるい

はＪＲの駅から３００ｍ以内に入っている農地を第３種農地といいます。第２種農

地というのは、第１種でも第３種でもあたらないのが第２種農地といいます。 

 ですので、例えばで言いますと、ここの玉名市役所がございますけれども、その

北側って全部広い農地があります。ＪＲの新幹線の新駅の付近ですけれども、全部

農振地ですね、でもこの農振の計画が指定しているから農振地なんですけれども、

これを除外するとですね、玉名市役所の半径３００ｍ以内というのは第３種農地で

す。新駅で農地が分かれていたんですけれども、３００ｍ以内というのは農振が外

れたら第３種農地になります。５００ｍ以内だったら第２種農地になりますという

ところで、ちょっと非常にわかりにくいんですけれども、農振に入っているか入っ

ていないかというのは、市の計画で指定してあるところ。農振に入っていなかった

ならば、その農地の広がりとか周辺の環境とかですね、そういうので農地区分を１

種、２種、３種と決めるという話になりますので、なかなかちょっとわかりづらい

ですけれども、一概に農振地に入っているからといって全部第１種農地ではないと

いうことでございます。 

 説明がすみませんいまいちですけど。 

○６番（土田健一君） ということは、ここは第１種農地であるけれども農用地外とい

うことですか。 

○係長（松倉 司君） はい。あくまでも農地の広がりをみるのが第１種農地です。１

０ha以上広がりのある農地があったとしても、農振地にそこを指定していないとこ

ろもあるんですよね。そういうのは農振に入っていないのでこのように転用できる

んですよね。転用も今回は個人住宅の計画があるんですけれども、家がいくつかの

集落に隣接する形なので、本当は第１種農地というのは許可はできないんですけれ

ども、不許可の例外の１つとして、集落につながっているような形の位置であれば、

村が広がっていくような形でイメージしてもらうといいと思います。 

○議長（下川 安君） よろしいですか。ほかにございますか。 

（なしの声） 

○議長（下川 安君） ほかになければ採決のほうに移りたいと思います。 

 議第１４号農地法第５条の規定による許可申請１２名におきまして、原案どおり

許可することに異議のない方は、挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 
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○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。採決の結果、異議なしと認め、

議第１４号につきましては、許可することに決定いたしました。 

 次に、議第１５号農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。申請

件数は４４件です。事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。議案９ページをお願いいたします。 

 議第１５号農用地利用集積計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第１８

条第１項の規定による農用地利用集積計画について、次のとおり決定する。令和４

年３月７日提出、玉名市農業委員会会長、下川 安。 

 １０ページから１１ページの総括表、１２ページから１５ページまでの集計表の

とおり、玉名市長より意見を求められております。 

 今回、所有権移転が７件、２１,９７１㎡、利用権設定が３２件、８３,７８９㎡、

合計３９件、１０５,７６０㎡の集積で、いずれも農業経営基盤強化促進法第１８

条第３項の各要件を満たしているものと判断し御提案しております。よろしく御審

議をお願いいたします。 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

 事務局の説明が終わりましたけれども、皆さんのほうから御意見、御質問はござ

いませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（下川 安君） 御意見、御質問もなければ採決に移りたいと思います。 

 議第１５号農用地利用集積計画の決定につきまして、４４件につきまして、原案

どおり決定することに異議のない方は、挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。採決の結果、異議なしと認め、

議第１５号につきましては、原案どおり決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．報 告 

○議長（下川 安君） 続きまして、報告に移ります。報告第５号農地の賃貸借及び使

用貸借解約通知書について、報告第６号許可不要転用届について、報告第７号荒廃

農地の非農地通知についての３件を、事務局より続けて報告をいたします。よろし

くお願いします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。１６ページをお願いいたします。 

 報告第５号農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について。農地法第１８条第６

項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が成立した旨の通知を受理したので

報告します。令和４年３月７日提出、玉名市農業委員会会長、下川 安。 
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 今回、１６ページから２４ページまでの３８件、合計１３２,８３２㎡の解約通

知を受理しております。 

続きまして、２５ページをお願いいたします。 

 報告第６号許可不要転用届について。下記のとおり許可不要転用届を受理したの

で報告します。令和４年３月７日提出、玉名市農業委員会会長、下川 安。 

 今回、携帯電話無線基地局設置のためとする１件を、農地法施行規則第５３条第

１項第１４号の規定に該当することから、許可不要転用届出を受理しております。 

続きまして、２６ページをお願いいたします。 

 報告第７号荒廃農地の非農地通知について。下記の土地は、現況山林、原野等に

より、農地法第２条に規定する農地ではないことを通知したので報告します。令和

４年３月７日提出、玉名市農業委員会会長、下川 安。 

 今回、２６ページから２８ページの４７筆、計３３,８０２㎡を農地に該当しな

いと判断し、所有者へ文書照会を行い、非農地化に同意する旨の回答をいただきま

したので、所有者へ非農地通知を送付するとともに、今回、総会において報告の後、

国、県、市の関係機関であります法務局、熊本県農地担い手支援課、玉名市税務課、

農林水産政策課、玉名市土地改良区に非農地化の旨を通知いたします。 

 以上、報告を終わります。  

○議長（下川 安君） はい、ありがとうございました。 

これで、本日予定の議案審議と報告が終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．その他 

○議長（下川 安君） それでは、引き続きましてその他のほうに移りたいと思います。

その他で何かございませんでしょうか、皆さん方から。 

 なければ私のほうから１件よろしゅうございますか。 

 今年の１月の総会がありましたけれども、そのあと農林水産政策課のほうから、

玉名市のですね、農業経営基盤強化促進基本構想の見直しというのが、ちょっと皆

さん方に説明があったろうと思います。基本構想では、今、１経営体が農業所得を

一括して６８０万円から確か７４０万円にということで、基本構想を変えたいとい

うふうな説明が、そういう基準について、目標について上げたいというような説明

があったかと思います。 

 その総会のときに皆さん方からいろいろ御意見が出てですね、農業委員会として

は従来どおりの、７４０万円なので金額を下げる方向で見直しということで、要望

を、形で要望したと思いますけれども、それについて回答が来ましてですね、その

目標の金額については、農林水産政策課のほうから提案したとおりですね、県のほ



－ 20 － 

うは８００万円ということを言ってきたそうですけれども、市町村の経済、決算の

報告書をもとに市のほうで確認したら、７４０万円ぐらいになるのかなあというこ

とで、それで基本構想の金額をもってきたということで説明があったと思います。 

 そういうことで、農業の水準をですね、ほかの産業並みの水準を目指してから頑

張ってくれという、これに向けても市としても支援をしていくというそういう意図

もあるのでですね、どうしても計画どおりにさせていただくということで、そうい

う回答がありましたので、御報告をさせていただきたいと思います。そういうこと

です。 

 今、６８０万円というのが、今度のそういうことで１経営体７４０万円、個人が

３５０万円から３７０万円になりますかね、そういうことで基本構想があるんだろ

うなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ほかに何か皆さんのほうからございましたら。 

（なしの声） 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

７．閉 会 

○議長（下川 安君） 何もなければ、これで令和４年第３回農業委員会総会を閉会し

たいと思います。慎重なる審議、誠にありがとうございました。 

 これで終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後３時２０分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

令和４年３月７日 
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